
 学生何でも相談室（B棟１階サポートルーム）

普段の生活、修学関係、友人関係や心の悩みなど 各種相談
⽉曜から⾦曜の週５回、臨床⼼理⼠の資格を持つカウンセラ
ーが対応

相談室を利⽤したい時は
学生支援センター学生何でも相談担当（B棟１階サポートルーム）
で予約。

窓口時間：９時～１７時（１２時～１３時を除く）
電話やメールで予約することも可能 TEL：042-443-5135

E-mail: gakuseisoudan@office.uec.ac.jp

■学⽣相談■



 学生支援担任教員
学生のおのおのに決まった担任が置かれ、休退学時や修学及び
生活上の助言・指導を行っています。
先生に相談したいことがある場合は、学生支援担任に相談して
ください。

http://gakusei.office.uec.ac.jp/gakunai/soudan/tannin.pdf

III類に関する相談は、III類担任教員へ
クラス 担任教員 居室

1,2クラス 榎木 光治 東4‐324
3,4クラス 曽我部 東馬 ⻄9‐635
5,6クラス 浅原 彰文 東6‐219
7,8クラス 大淵 泰司 ⻄6‐516
9,10クラス 牧 昌次郎 東6‐827
11,12クラス 安井 正憲 東6‐936



〈ハラスメント防止・対策委員会〉

ハラスメントやトラブルのない
キャンパスづくり

— 被害者にも加害者にもならない—



種類：
・アカハラ（アカデミック・ハラスメント）
・セクハラ（セクシャル（LGTP）・ハラスメント）
・アルハラ（アルコール・ハラスメント）
・パワハラ（パワー・ハラスメント）
・モラハラ（モラル・ハラスメント）

…

概念の広がり ⇔ 社会認識の広がり

ハラスメントとは：
他者に対する言動が、相手に対して、
・不快にさせる
・尊厳を傷つける
・不利益を与える
・脅威を与える

悪意がなくても受け手の感じ方で ⇔ いじめ

受ける側からみて
いわれのない⾏為



★ 不適切で不快な性的言動
★ 性差別は人権侵害（LGTP）

「付き合ってくれないと死んでやる」など脅しメール、待ち伏せ

・セクシャルハラスメント：

・（アカデミック）ハラスメント：

★教員⇒学生 （学生⇒学生 、 学生⇒教員も）
★ 暴言、人格攻撃、誹謗中傷など

ひいきが激しく、他の学生と差別．皆の前で執拗に叱責される

大学でのハラスメント・・・



ネットは責任をとらされる （SNS（LINE etc）利用の注意）

★ 他人の名誉を毀損しない、個人情報を漏らさない

★ ネット拡散は一生消えない
★ 匿名はあり得ない（特定可能）

誹謗・中傷
→ 名誉棄損，侮辱罪で停学処分

いじめの動画をアップロード
→ 企業から内定取り消し

街中で撮影した女性を揶揄した動画
退学処分

就活学生のツイッター
⇒ 企業チェックありえる！

ひど〜い!



著作物の無断コピーとアップロード

★ 板書（講義ノート），試験問題、レポート課題は著作物
⇒ 著作権侵害

★ レポや発表会等で、出典を明記せず ⇒ 剽窃

★レポ解答・過去問を無断でWebに ⇒ カンニング幇助

！！多くが通報で発覚！！⇒ 処罰対象に

ラッキー!
過去レポ見つけた！



【ハラスメント防止宣言】

電気通信大学は「UEC ビジョン 2018」において学生や職員相互の信頼と士気が高く、社会に信頼さ
れる大学をめざすこととしています。このためには、構成員一人ひとりが対等な関係を築き、お互いの
人権を尊重し、安心して教育研究、学業および業務に専念できる環境づくりが必要です。

セクシュアル・ハラスメント、アカデミック・ハラスメント、パワー・ハラスメントなどのハラスメントは、被
害者に深刻な身体的、精神的被害を与え、個人の意欲を削ぎ能力の発揮を阻害するばかりでなく、大
学の秩序を乱し、活力を失わせるものです。

本学は構成員一人ひとりがハラスメントへの確かな認識を持ち、被害者や加害者を出さないよう他
者への配慮と自覚ある行動に努めます。

また、大学としてのハラスメント行為に対しては厳正な態度で臨み、これを排除し安心で快適な環境
の確保に積極的に取り組むことを宣言します。

平成24年12月

電気通信大学長



☆ 絶対、加害者にならない！

自覚したら ⇒ 直ちにやめる 謝る

☆ もし、被害者になったら？

⇒ 「学生支援センター学生何でも相談室」
HP→「教育・学生生活」→「相談窓口」→「ハラスメントの防止・相談」

プライバシーを尊重します



ハラスメントのない
楽しいキャンパスライフを！

〈ハラスメント防止・対策委員会〉


